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警 察 署 協 議 会 議 事 録

協議会名 令和７年第３回宮城県角田警察署協議会

開催日時 令 和 ７ 年 1 0 月 3 0 日 （ 木 ） 午 後 ２ 時 0 0 分 か ら

午 後 ３ 時 0 0 分 ま で

開催場所 宮城県角田警察署３階会議室

１ 協議会委員

山懸みや子会長、山川重一副会長、谷津清治委員、舩山光子委員

出席者等 佐藤まさ子委員

２ 警察署側

署長、次長、会計課長、警務課長、地域課長、刑事課長、交通課長

警備課課長代理

別紙のとおり

議事概要

備 考

備考 所定の欄に記載することができないときは、別紙に記載の上、添付すること。
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別紙

議事概要 第１ 報告事項

１ 角田警察署の取組について（署長）

令和７年６月以降の角田警察署の取組等について報告した。

⑴ 角田夏実選手に対する一日警察署長の委嘱について

⑵ 交通事故防止等キャンペーン「Ｒ113作戦」の実施について

⑶ 交通死亡事故抑止活動について

⑷ 秋の全国交通安全県民総ぐるみ運動出動式について

⑸ 全国地域安全運動出動式について

２ 管内の治安情勢について

刑事課長、交通課長、警務課長から管内の犯罪発生状況、交通事

故発生状況等について説明がなされた。

３ 宮城県速度管理指針について

交通課長から「宮城県速度管理指針」について説明がなされた。

（委員からの質問なし）

⑴ 速度管理指針について

⑵ 宮城県警察速度管理指針

ア 速度管理指針の目的

イ 速度管理の必要性

ウ 道路、地域等の特性に応じた速度管理

エ 速度取締り指針の公表

⑶ 主な変更点

ア 速度管理の必要性の根拠となる統計数値の更新

イ 道路、地域等の分類を見直し

ウ 具体的な施策の変更

第２ 協議事項

１ 提言・意見・要望等について

○ 委員

金津小学校前交差点は、見通しが悪く、横断するにも不安があ

るため、横断歩道が設置可能か、検討願う。

● 交通課長

対象の交差点は小学校の近くではあるが、交通量が少なく、歩

行者の安全を確保する滞留場所の不存在等を勘案し、横断歩道設

置の必要性は低いものと判断した。

横断歩道設置以外の対策として、道路管理者に対して、「児童

注意」という立て看板の設置依頼を行った。

○ 委員

金津小学校前交差点には、「一時停止」の標識が２か所設置さ

れているが、標識を無視して走行する自転車が多いため、何か対
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策ができないか。

● 交通課長

当課では、朝方の通勤・通学時間帯に自転車マナーアップ運動

として主に駅や中学校、高校周辺で自転車利用者に対する指導を

行っている。

金津小学校付近については、駐在所員によるレッド警戒、交通

安全指導隊員による街頭監視を実施しているが、交通課で行う運

動の活動場所とする。

○ 委員

金津小学校前交差点から南方に進んだ、交差点にカーブミラー

が設置されているが、視認性が悪い。措置は可能か。

● 交通課長

対象の交差点は、見通しの悪い十字路交差点であり、道路管理

者に対して、白線の引き直しと交差点の存在を明確にするため、

道路にドットラインを引くように依頼した。

○ 委員

金津地内の細い道路を大型ダンプが走行し、危険であるため、

対策を願いたい。

● 交通課長

ダンプの走行について、午後５時前後の時間帯に走行している

との情報がある。

走行事実が確認できたダンプの所有法人２社に連絡をして、地

域内の道路は狭くなっているので、速度を抑え安全運転で走行す

るよう注意喚起した。

その他に、住民間でできる対策として、大型車両が通行してい

るという情報共有、「子供達に道路上で遊ばせない」等の安全対

策の徹底をお願いする。

○ 委員

県道105号、越河・角田線の変則十字路交差点南側にある電柱

が、夜間帯に見づらく、交通事故に繋がるおそれもあるため、対

策をお願いしたい。

● 交通課長

提言の箇所について、既に反射材が老朽化して効果がなくなっ

ており、電柱の存在に気付かずに衝突するおそれがあるとの通報

を受理しており、電力会社に連絡の上、反射材を交換した。

○ 委員

国道113号、旧西根小学校入口交差点から白石市方面へ進んだ

道路脇の竹や樹木が伐採されておらず、冬期になると、樹木が雪

の重さで垂れ下がり、車両の通過に支障を来すので、整備をお願

いしたい。

● 交通課長

委員、道路管理者、警察の３者で現場確認を実施し、道路管理

者に対して支障箇所の説明と作業依頼を実施した。

○ 委員
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交通量の比較的少ない道路で朝夕の通勤時間帯に、後方の車が

追越しをかけてきて、怖い思いをしたことがあるため、追越し禁

止に設定することはできないか。

● 交通課長

提言の路線、県道丸森柴田線の現場確認を実施したところ、50

キロ規制の直線道路となっており、見通しが北側に約250メート

ル、南側に約550メートル確保され、平坦で道路幅が十分な道路

であった。

また、交通事故の発生状況を確認したところ、県道丸森柴田線

全域でみても、追越追抜による交通事故は過去５年間で２件のみ

の発生であり、事故が多発しているとは言いがたい状況である。

以上の理由から、対象の道路は追越しのための右側部分はみ出

し通行禁止の規制基準に該当しないものと判断した。

○ 委員

交通標識が街路樹等で見えない、見づらい道路が散見されるの

で、街路樹のせん定等をお願いしたい。

● 交通課長

街路樹の法令上の位置づけとして、道路法で「道路の付属物」

とされており、道路管理者が種類を決めて、管理している。

提言の内容について、市道・町道を管理する角田市と丸森町、

国道・県道を管理する大河原土木事務所に連絡した。

なお、街路樹に限らず、樹木等により標識の視認性に問題が生

じている箇所がある場合は、管理者に対する対応依頼の連絡等を

している。

２ その他

次回の警察署協議会は、令和８年２月下旬の開催を予定している。


